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次回予定 

当日朝 7時の天気予報で降水確率 50％を

超える場合中止します。 

 

○2015-7-8（水）（夜景）銀座通り 

 銀座和光前 17時集合 20時筆を置く 

場合によっては暑気払いなどいかが？ 

○2015-8-12（水）(夜景)東京駅 

 東京駅南口中郵前 17時集合 

  

 

 

スケッチ会の実施報告と次回予定   事業部 一柳 幸 
 

2015-5-13（水）雑司ヶ谷鬼子母神 

昨夜台風があったとは思えない良い日

和になりスケッチには最高の一日だった。

雑司ヶ谷鬼子母神の境内は、欅、杉、銀

杏、等巨木が多く若葉、新緑こもごもと画家

の心をひきつける姿を見せていた。 

落ち着いた雰囲気の境内に建つ本堂

は、立派なただずまい乍らどことなく柔らか

さを含んでいるように思えるのは何故だろ

う。ご本尊が女性だからそんな感じがする

のかもしれない。 

ここの名物に「すすきみみずく」という土

産物がある。以前からほしかったので一つ

買い求めてしまった。天気晴朗、快適な一

日でした。 

 

 

 

  

 

支
部
だ
よ
り 

み
の
七
名
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
二
回
の
支
部

展
と
個
々
の
会
員
が
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催

し
て
い
る
。 

今
年
の
初
回
は
、
府
中
市
内
の
備
後
芸
術
の
館

「
来
夢
来
人
」
で
、
六
月
二
十
二
日
～
六
月
二
十

八
日
、
油
彩
、
水
彩
、
工
芸
二
十
六
点
を
展
示
し

盛
会
で
幕
を
閉
じ
た
。
今
回
の
支
部
展
で
は
油

彩
、
水
彩
、
工
芸
と
ジ
ャ
ン
ル
は
違
っ
て
も
、
荒
川

正
江
さ
ん
の
布
に
描
い
た
二
百
号
サ
イ
ズ
の
龍
の 

2015-6-10(水) 神田明神 

神田明神でのスケッチとなると思い出す

のは「広重」の描いた神田明神である。彼の  

島
根
支
部 

 
 

 
 

支
部
長 

清
水
泉
州 

 

第
三
十
回
記
念
公
募
展
を
終
え
て 

 

謹
啓 

盛
夏
の
候
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
栄
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
島
根
支
部
は
昨
年
三
十
回
記
念
展
を
節

目
に
新
た
な
前
進
を
誓
っ
た
矢
先
に
中
尾
会
長
の

訃
報
で
し
た
。
三
十
年
間
の
歳
月
の
中
で
何
度
と
な

く
会
の
存
続
危
機
に
合
い
ま
し
た
が
、
そ
の
紆
余
曲

折
の
中
で
中
尾
会
長
に
は
適
切
な
助
言
を
頂
戴
し

ま
し
た
お
陰
で
心
強
く
進
め
て
き
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

振
り
返
え
ま
す
れ
ば
、
民
・
官
か
ら
自
然
発
生
し

た
山
陰
唯
一
の
総
合
美
術
「
創
る
人
、
観
る
人
」
相

互
が
潤
い
希
望
や
勇
気
を
育
む
公
募
展
を
目
標
と

し
て
「
第
三
十
回
記
念
公
募
島
根
支
部
展
」
を
有

意
義
に
開
催
。
「
継
続
は
力
な
り
」
を
合
言
葉
に
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
も
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た

が
、
世
情
の
変
遷
を
経
る
中
で
の
会
員
の
動
向
、
高

齢
化
等
が
進
み
ま
し
た
。
本
年
平
成
二
十
七
年
四

月
二
十
六
日
支
部
総
会
に
於
い
て
、
今
後
の
方
針

を
話
し
合
っ
た
結
果
、
こ
の
三
十
回
の
節
目
を
機
に

会
員
独
自
の
研
鑚
を
重
視
し
親
睦
を
大
切
に
新
た 

 

自
の
研
鑚
を
重
視
し 

 
 

選
抜
小
品
展
を
終
え
て 

事
業
部
・日
本
画
委
員
・児
玉
八
千
穂 

 

五
月
二
十
四
日
～
三
十
日
、
東
京
有
楽
町
の

交
通
会
館
に
て
「選
抜
小
品
展
」を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
新
日
美
展
の
直
前
の
九
月
で
厳
し
い

日
程
だ
っ
た
た
め
、
今
年
か
ら
五
月
に
変
更
し
て

の
再
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
今
回
は
二
日
目
の
二
十
五
日
の
昼
間

と
、
搬
出
日
の
夜
に
割
と
大
き
い
地
震
が
あ
り
、

特
に
二
十
五
日
の
地
震
は
陶
芸
作
品
が
無
事
な

の
か
焦
り
ま
し
た
。
当
番
の
方
に
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
地
下
だ
っ
た
の
で
殆
ど
揺
れ

な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
安
堵
し
ま
し
た
。
陶
芸
作
品

は
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
を
も
っ
て
展
示
し
て
あ
る
の

で
、
余
程
の
大
地
震
で
な
い
限
り
転
げ
落
ち
る
よ

う
な
こ
と
は
無
い
と
解
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
や
は

り
心
配
な
も
の
で
す
ね
。
私
の
よ
う
な
絵
画
の
人

間
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
は
昨
年
の
新
日
美
展
受
賞
者
の
一

般
・
会
友
～
会
員
の
区
別
無
く
、
こ
の
方
達
の
活

躍
の
場
と
位
置
付
け
、
そ
れ
に
支
部
長
・
委
員
推

薦
の
有
望
な
方
を
加
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お

陰
さ
ま
で
昨
年
の
参
加
者
三
十
八
名
を
大
き
く

上
回
る
四
十
五
名
で
、
新
し
い
参
加
者
が
多
か
っ

た
の
で
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。 

来
年
以
降
そ
の
よ
う
な
募
集
通
知
が
届
い
た

際
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
視
野
を
拡
げ
る 

 
 

絵には社殿は一切描かれていない。境内

東側を見る暁の風景である。つまり「明神

下」の風景の手前に神主と巫女を配した日

の出の絵である。しかし太陽は樹で隠され

ている。私もこれを真似して「銭形平次」の

碑の側から現在の「明神下」の方向を狙っ

てみたがビルだらけ。失敗だった。とても

「広重」の足元には及ばない。ここは本殿を

しっかり描くべきだろう。反省した次第。 

 

な
展
望
を
誓
い
会
員

の
み
の
展
覧
会
と
し

て
進
め
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
島
根
支

部
を
変
わ
ら
ず
宜
し

く
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

支
部
長
清
水
泉
州 

外
会
員
一
同 

 

 
 

広
島
支
部
の
近
況 

 

支
部
長 

前
原
専
二 

 
 

広
島
支
部
は
一
九
八
五
年
に
設
立
し
今
年
で
ち

ょ
う
ど
三
十
周
年
に
な
る
。
当
初
は
本
部
と
支
部

会
員
で
二
十
名
以
上
い
た
が
今
で
は
本
部
会
員
の 

 
墨
絵
や
藤
原
清

二
さ
ん
の
水
墨
デ

ッ
サ
ン
の
裸

婦

や
、
石
川
重
利
さ

ん
の
肥
松
の
内
部

を
刳
り
抜
き
抽

象
絵
画
の
よ
う
な

木
目
を
浮
き
出

さ
せ
た
「
松
造
花

器
」
な
ど
、
新
し
い

表
現
追
求
し 

表
現
を
追
求
し
た
作
品
が
目
に
付
い
た
。
次
回
の
支

部
展
は
福
山
市
「
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｍ
２
３
０
」
で
九
月
六
日
～

十
二
日
に
開
催
す
る
。 

 

以
前
は
福
山
美
術
館
や
デ
パ
ー
ト
の
画
廊
を
使
っ

て
い
た
が
、
利
用
者
が
多
く
抽
選
で
難
し
く
又
、
入

場
者
数
の
減
少
と
駐
車
場
が
な
い
た
め
会
場
を
変

更
し
た
。 

 

我
々
の
広
島
支
部
は
広
島
県
の
東
部
に
在
り
広

島
備
後
地
方
の
明
媚
な
風
光
や
四
季
を
通
じ
て
温

暖
な
気
候
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
心
を
和
ま
せ
幸

せ
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
う
し
た
風
土
に
生
き
る
文

化
は
や
は
り
明
る
く
翳
り
の
な
い
甘
美
の
世
界
で
あ

る
。
一
般
に
厳
し
い
自
然
で
抑
圧
や
忍
従
を
強
い
ら

れ
る
よ
う
な
風
土
に
生
き
る
者
は
、
そ
れ
に
抵
抗
し

は
ね
の
け
る
よ
う
な
逞
し
く
力
強
い
文
化
を
生
む
。

こ
の
力
強
い
も
の
を
求
め
る
た
め
に
は
、
美
し
い
風

土
に
つ
つ
ま
れ
て
安
易
に
順
応
す
る
だ
け
で
な
く
生

活
を
よ
く
見
つ
め
生
活
に
役
立
つ
何
ら
か
の
希
求
を

持
つ
よ
う
に
す
る
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

油
彩
、
水
墨
、
工
芸
と
ジ
ャ
ン
ル
は
違
っ
て
も
共

通
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
何
に
対
し
て
も
常
に
新
鮮

な
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
の
で
き
る
真
摯
な
心

を
大
切
に
持
ち
続
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

こ
と
や
自
分
の
可

能
性
を
再
発
見

す
る
た
め
に
も
、

一
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
中
で
同
じ
サ

イ
ズ
の
様
々
な
作

品
と
競
い
合
う
こ

と
は
と
て
も
大
切

で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
の
発
信
が
、
参

加
し
た
方
々
の
更

な
る
活
躍
へ
の
一

助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 明るいニュース 

各支部の状況を原稿にお願いしてきまし

たが、共通していることはどの支部も高齢

化と会員の減少に苦心していることが分か

ります。年齢人口の割合から言っても高齢

者が多く、若い世代は生業に専念しなれ

ばならいので、美術団体に所属して活動

する余裕がとれないのが実情と考えられま

す。そうした状況下、新しく栃木支部が設

立され活動を開始しました。 

 

新日美栃木支部 

設立：平成 27年 6月１４日 

支部長：増野 喬 

発起人：増野 喬、土屋政夫 

支部員：8名 

活動拠点：栃木県宇都宮・那須 

第一回支部展：平成２８年 3月７日～ 

11 日、 宇都宮市、栃木県立総合文

化センター 


